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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 草刈り作業のためのデータ活用型農作業支援アプリの開発 

研 究 責 任 者 ： 菊地 麗（農業・食品産業技術総合研究機構） 

 

２．研究開発の目的 

本課題では、デジタル田園都市国家構想の実現に向け、地方が抱える課題の解決のため、草刈り

作業のためのデータ活用型農作業支援アプリを開発する。本アプリの最終目的は、草刈り作業に関す

るヒト・モノ・カネ・情報を一元管理し、理想の植生状態に維持管理することである。作業機情報、高精

度地形情報および、草刈り作業実績から、適切な作業手段の選定を行う。データを一元管理し、遠隔

操作・遠隔監視機能を持つ自律作業機と連携させることで、都市圏の農作業サポータが遠隔地から草

刈り作業に関わることができ、全国規模の事業展開も期待される。人手が不足する中、農作業機の遠

隔監視を多くの人にサポートしてもらう体制で持続可能な農業を目指す。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本プロジェクトでは、草刈り作業の安全性向上・軽労化を目的として、複数の作業手段から作業場所

ごとに適した作業手段を提案する作業フローの実証を行った。指定した作業機の適否を示すマップ表

示システムを試作し、走行リスク等の回避フローを提示した。数分程度で復旧可能な軽微なエラー停

止の多い自律型草刈機の運用安定のため、遠隔監視・操作システムを試作しネットワークを介した遠

隔復旧試験を実施した。Web アンケート結果より、農作業機の遠隔監視サービスは、現金以外の報酬

も一定の層に受け入れられる傾向、従来よりも低い水準でも受容される可能性が確認されたことから、

今後の普及に向けた有望な選択肢となり得ることが考えられた。 

 

3-2. 今後の展開 

マップ表示システムについては、自治体・地域からの問い合わせも多く、実証試験のフォローアップ

を継続する。また、様々な条件の法面を具体的なデータを示して試験地として紹介可能なことから、機

械開発メーカとの連携を行う。ヒアリング調査やアンケート結果から、農作業機の遠隔操作サービスに

関するコスト感が明らかになっており、システム開発企業等の民間企業との共同研究体制の構築に向

け取り組みを継続する。 


